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三
月
定
例
市
議
会
は

る
三
月
十
二
日
か
ら

開
か
れ
、
十
二
日
は
市

長
の
提
案
理
由
説
明
が

あ
り
、
二
十
四
日
は
新

年
度
予
算
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
代
表
質
問
、
一

般
質
問
が
行
な
わ
れ
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
、

今
後
の
見
と
お
し
な
ど

一
慎
重
な
質
問
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
あ
と

一
地
方
財
政
再
建
法
適
用
を
申
出
る
議
第

一
を
可
決
し
ま
し
た
。

一

二

十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
は
各

一
委
員
会
で
附
託
さ
れ
た
議
案
が
審
議
さ

一
れ
た
。
三
十
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
、

一
昭
和
三
十
四
年
度
歳
入
歳
出
予
算

一
般

一
会
計
一一一
億
四
千
三
百
十
一
万
九
千
九
百

一
九
十
四
円
、
特
別
会
計
四
千
七
万
二
千

一
九
百
五
十
四
円
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ

一
い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
っ

一
て
討
論
に
入
り
、
そ
の
後
賛
成
討
論
が

一
あ
り
、
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
な
ど
十

一
議
案
を
満
場
一

致
で
可
決
ま
し
し
た
o

F
一

続
い
て
三
十
四
年
度
追
加
更
正
予
算

aEm--
千
九
百
三
十
六
万
二
千
円
、
三
十
三

一
年
度
第
五
回
追
加
更
正
予
算
六
千
二
百

三
十
四
万
八
千
五
百
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
可
決
し
ま
し
た
。

十
二
日
に
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
っ
た
が
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
を
り市

長
提
案
説
明
の

あ

ら

ま

し

昭
和
三
十
四
年
度
の
予
算
の
編
成
に
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当
り
、
そ
の
施
策
と
し
て
は
、
過
去
の

赤
字
解
消
計
画
を
は
か
る
と
と
も
に
土

木
事
業
に
つ
い
て
は
、
火
災
復
興
事
業

の
二
十
二
米
幹
線
街
路
、
魚
津
港
の
改

良
整
備
、
局
部
改
良
並
び
に
設
事
業
、

経
田
漁
港
局
部
改
良
事
業
、
公
闘
墓
地

事
業
の
整
備
事
業
、
新
市
町
村
建
設
計

画
に
基
ず
く
山
間
観
光
道
路
事
業
、
国

道
八
号
線
の
舗
装
並
び
に
特
殊
改
良
事

業
、
新
国
道
八
号
線
新
設
事
業
の
促
進

で
あ
り
ま
す
。
教
育
施
設
に
つ
い
て
は

加
積
小
学
校
の
増
築
等
を
致
し
た
い
。

社
会
施
設
に
つ
い
て
は
、

失
業
対
策
事

業
に
よ
る
建
設
事
業
の
推
進
を
は
か
り

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
保
健
衛
生
に
つ

い
て
は
、

失
業
対
策
事
業
に
よ
る
じ
ん

芥
の
蒐
集
等
を
考
え
、
か
ん
境
衛
生
の

完
ぺ
き
を
期
す
と
と
も
に
、
下
水
道
事

業
の
推
進
並
び
に
簡
易
水
道
施
設
の
勧

奨
等
に
よ
る
近
代
都
市
の
建
設
を
図
り

た
い
の
で
あ
り
ま
す。

農
林
業
の
面
に

お
い
て
は
、
土
地
改
良
事
業
並
び
に
林

道
開
設
事
業
の
推
進
に
あ
わ
せ
、
治
山

治
水
事
業
の
促
進
を
は
か
り
、
水
産
関

係
に
つ
い
て
は
遠
洋
漁
業
に
お
け
る
雇

用
の
確
保
並
び
に
県
外
漁
場
の
開
拓
を

は
か
り
た
い
の
で
す
。
商
工
観
光
に
つ

い
て
は
復
興
後
の
市
を
広
〈
紹
介
宣
伝

し
て
観
光
客
の
誘
致
を
は
か
り
た
い
考

え
で
す
。

予
算
の
効
率
を
期
し
て
採
っ
た
措
置

と
し
て
は
機
構
の
改
革
を
考
慮
し
て
、

職
員
数
の
縮
少
を
は
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
は
消
費

的
経
費
の
圧
縮
等
に
よ
る
一

貯
財
源
の

充
当
可
能
額
の
範
囲
に
お
い
て
己
む
を

得
な
い
も
の
の
み
を
計
上
す
る
こ
と
と

魚津市 友道

中部印刷株式会社

人口動態
世帯数 9.228世帯
人 口 46.561人
出 生 75人
死亡 29人
婚 姻 40件
離 婚 5件
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計
)

り
完

2
ろ

ば

九
、
五
九
七
円
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金
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び
負
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一
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手
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三
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金
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、
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設
ま
次
の
と
お
り
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植
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五
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一
一

歳

出
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H

一一

か
ら
長
い
間
冬
ご
も
り

川

米
、張
芝
三
九

O
平
方
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、
砂
場
、藤

一一

ム
議
会
費
四
、
八
二
三
、
一
一
一一一一円
ム
へ

・

一一

市
役
所
費
六
一

、

t
三
九
、
五

O
三
円

…
を
し
て
い
た
魚
津
水
族
館
は
、

雪
ど
け

い

棚
一
、
ベ
ン
チ
二
二
、飲
用
水
栓

一
、
一
一

公
衆
便
所
四
五
平
方
米
(
一
五
坪
)

一吋

ム
消
防
費
一

一
、
八
六
一
、
五
二
三
円
J

を
ま
っ
て
館
内
の
装
飾
や
清
掃
な
ど
で

…

一

ν

ム
土
木
費
四

O
、
四
八
九
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て

一
方
ス

ベ
リ
台

一
、
ォ
一
四
足
式
プ
ラ
ン
コ

一
、
三
連
式
プ
ラ

ム
社
会
及
び
労
働
施
設
費
六
六
、
二
八

ん
か
ら
開
館
し
た
し
ま
し
た
。

…
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シ
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ウ
エ
ー
ブ

一
、
テ
イ
タ
l

一
ン
コ
一
、
ニ
連
式
シ

ー
ソ
ー
一
、
四

O
、
六
三
五
円
ム
保
健
衛
生
費

一
回
、

一

な
お
、

今
年
か
ら
皆
さ
ま
の
御
便
宜
~

ラ
ダ
1

て

一

人

乗
完
全
.フ
ラ
ン

コ
一
、
精
子

シ
l

九
三
四
、
六
九
一
円
ム
産
業
経
伝
費
二
J

を
は
か
り
、

『
回
数
入
場
券
』
を
発
売

…

ο五
号
公
園

(
新
金
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町
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工
事
費
は
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一一
、
鉄
俸
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、

し
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。
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0
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植
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三
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一一

、
周
囲
生
垣

ニ
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の
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一
冊

一
…
'
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O
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、張
芝
一

、
船
一

、

0
0
0
円
で
、
…・

六
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O
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方
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、
む
一

水
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に
あ
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…
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場
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藤
棚
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ン
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三
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便
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主

を
近
県
に
配
布
し山

宣
伝
に

つ
と
め
て
…
桝

お
り
ま
す
。

魚
津
復
興
都
市
計
画

事

務

所

が

閉

所

魚
津
市
の
大
火
に
よ
っ
て
昭
和
三
十

一
年
十
一
月
一
日
に
富
山
県
魚
津
復
興

事
務
所
が
設
け
ら
れ
、
火
災
復
興
土
地

区
画
整
理
総
事
業
費
一

億
八
千
五
百
万

防
火
、
ひ
な
ん
等
災
害
の

防

立

に

役

立

円

の
う
ち
、
約
八
千
五
百
万
円
余
り
を

つ
こ
と
を
目
的
と
し
て

つ

く

ら

れ

る

こ

も

っ

て

宮
山
県
と
魚
津
市
の
事
務
委
託

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
公
闘
は
七
ヶ

契
約
に
も
と
ず
き
換
地
、
物
件
移
転
や

所
が
計
画
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、村
木
小
学

枠

線

道

路

工

事

等
の
施
行
を
し
て
き
ま

校
附
近
の
三
号
公
園

一
、
九
八
一

平
方

i
ー

し
た
が
本
年
、
三
月
三
十

一
日
で
閉
所

米
(
六
五
五
坪
)
と
新
金
屋
町
吉

ν
/

さ
れ
ま
し
た
。

田
工
業
工
場
跡
の
五
号
公
園
四

、

、

盛

グ

/

こ

の

た
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災
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興

土
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区
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整
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米
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八

一

一

、

込

時

κ/
事
業
に
つ
い
て

の
仕
事
は
、
魚
津
市
土

一一

2
5
A一
鹿
野
¥諮
問
視
自
主

近
く
工
事
に
と
り
ゆ
か
る
こ

J
ぎ

一

審

。

ょ

3
六

興
事
業
こ
っ
、
て
は
、
昭
和
三
十
一
年

と
に
な
り
ま
し
た

§
二
干

さ

そ

F

〆

d
.
司

(

十
一
月
日
十
日
日
事
業
認
可
を
得
て、

こ
の

一一

つ
の
公
閣
は
、
と

型

詩

守

重

市
民
各
位
の
御
協
力
に
よ
っ
て
約
八

O

も
に
児
童
公
固
と
し
て
児
童

川

一4
b
l
J
3

ト
幡
市
民
%
の
進
渉
を
見
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月

の
遊
ぎ
施
設
を
重
点
に
お
き

写

一人
三

て

t
f

程

五
日
に
計
画
街
路
の
変
更
に
よ
り
ま一木

植
樹
、
生
垣
、

花
木
な
ど
を

T
一
ヘ
ご
M
L

a

;

t

，摂

計

画

の

変

更
承
認
を
得
ま
し
た
カ
、

今

設
け
、
ま
た
憩
い
の
場
と
し

d
要
ゐ
苛
持
ず
ヨ
司
副
却
約
本

ι

回
換
地
未
決
定
地
区
が
一
部
あ
り
ま
す

て
市
民
か
ら
親
し
ま
る
も
の

，

、

の

で

更
に
事
業
計
画
の
計
画
期
限
を
こ

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

ヶ
年
延
長

の
承
認
を
得
ま
し
た
。

前
年
度
の
実
績
を
勘
案
し
、
市
債
に
つ

い
て
は
、

国
の
市
債
許
可
詮
議
方
針
に

基
づ
く
適
債
事
業
に
つ
い
て
事
業
毎
の

充
当
率
を
勘
案
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

(
ト
別
会
開
)

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
方
針
の
も
と
に
昭
和
三
十
四

年
度
歳
出
予
算
を
見
積
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
執
行
は
掠
字
処
理
一と
単

年
度
赤
字
が
生
じ
な
い
よ
う
措
置
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
を

は
か
り
つ
つ
理
解
と
忍
耐
の
上
に
立
っ

て
始
め
て
所
期
の
目
的
を
達
成
し
得
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
歳
入
予
算
に
つ

い
て
は
、

市
税

は
、
現
行
制
度
の
も
と
に
お
い
て
課
税

物
件
の
把
握
に
よ
っ
て
調
定
額
を
測
定

し
、
徴
収
強
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
途

と
し
て
見
積
り、

地
方
交
付
税
は
固
に

お
い
て
法
律
の
改
正
が
な
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
応
現
行
制
度
に
基

づ
く
見
込
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
国
県

支
出
金
に
つ
い
て
は
、
歳
出
予
算
に
見

合
う
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
使
用
料
及

び
手
数
料
そ
の
他
の
収
入
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ま
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回
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れ
ま
し
た
。

な
お
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七
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し
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。
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憩
い

の
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ま
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に
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，，‘，、，
p
-

お

知

ら

せ

広
報
は
毎
月
一
回

一
日
に
発
行

さ
れ
、
一
世
帯
に一

枚
の
割
で、
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よ
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。
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受
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受
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。
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h
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h
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。
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。
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。
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受
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0
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。
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…
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岩
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中
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一

名
簿
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っ
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れ
ば
投
票
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一
問

そ
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す
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と
あ
ら
た
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十
才

一

投
票
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前
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あ
る
四
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十
二
日

し
f
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本
部
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二

市
営

住

宅

前
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津

4

1
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き
ま
せ
ん
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議
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一
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挙
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選
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権
を
有
一
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簿
に
洩
れ
た
者
と
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、
他
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市

一

内
)
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
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ま
せ

1
a
'
R
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一
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も
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消

毒

用

一
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1
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3
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一

す
る
者
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か
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登
録
し
て
お
一
町
村
か
ら
市
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た
者
が
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一

ん
。
現
在
場
所
で
投
票
で
き
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瀦
細
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間
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週
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な
り
ま
せ
ん
。
投
票
の
不
疋

る、

中
部
九
県
の
植

林
手
入
コ
ン
イ

借

入

を

希

宣

さ

れ

る

方

へ

一

は

一

一
一
日
日
引
け
一

M
EE

t防
ぐ

た
め
の
最
少
限
の
手
続
を
必

定
、

虎
谷
字
外
源
平
地
内
の
造

林

丸

一

理

委
員
会
か
円以皆川
の
出
張
所
へ
間
合

一

弘

と
し
'ま
す
が
、
こ
れ
に
要
す
る
用

が

第

一

位

に

入

賞

し

、

林

野

庁

長

官

賞

き

、

木

浩
の
場
合
五
、
五
二

O
円

一

せ
て
下
さ
い
o

一

紙

な
ど
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ

が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

簡
易
耐
火
構
造
の
場
合
四
、
八

O
一
不
在
者
投
票
は
二
十
二
日
ま
で

一

り

ま
す
か
ら
、
詳
し
い
手
続
を
聞

い

こ
れ
は
地
元
虎
谷
部
落
の
平
素
の
手
入

O
円
、
耐
火
構
造
の
場
合
四
、
二
一
問

不
在
者
投
票
は
、
ど
の
よ
う
な
場一

て
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、
せ
つ

れ
と
苦
労

l
を

結

ん

だ

も

で

と

い

え

お

制

炉
れ
わ
れ

L併
問
時
同
一
答
合

h
uお
わ

で

き

る

3
3一

川
パ

vjm明日
間

日

受
け
ら
れ
る
も
の
o

な
お、

本
人

一
挙
当
日
次
に
述
べ
る
理
由
に

μ
つ

?
一

下
打

、
。

の
収
入
だ
け
で
こ
の
基
準
に
満
た
一
自
分
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
の
で
き

一

1
L

な
い
場
合
は
、
確
申一六
に
氷
続
性
あ

一

な
い
人
で
す
。

一代
理
投
票

る
同
居
家
族
の
収
入
で
あ
れ
ば
審

一

1

選
挙
人
が
投
票
当
日
、
魚
津
市

一閃

私

は

身
体
の
都
合
で
自
分
で
字
が

査
の
上
合
算
さ
れ
ま
す
。

一
以
外
の
地
に
お
い
て
職
務
に
従
事
中

一

書
け
な
い

の
で
す
が

乱
借
入
金
の
償
還
に
つ
い
て
確
実
な

一
で
あ
る
者
。
た
と
え
ば
、
漁
業
な
ど

一
答

身
体
の
故
障
ま
仁
は
文
官
の
た
め

保
証
人

(
申
込
者
と
同
等
以
上
の
一

一

資
格
〉
二
人
を
た
て
ら
よ
人
。

一
の
出
獄
者
、
売
薬
配
置
員
、

叫
軌
道
乗

一

自
分
河
川J
け
な
い
人
は
、
投
票
所
で

j

一

務

員
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

一

投
票
官
込
者
に
申
し
出
て
代
っ
て
書

ー

や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

一

い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

故
の
た
め
、

魚
津
市
を
は
な
れ
旅
行

一

の
場
合
投
票
管
理
者
は
二
人
の
補
助

ま
た
は
滞
在
中
の
者
っ
た
と
え
ば
冠

一

者
を
選
ん
で
、
一
人
に
書
か
せ
、

一

婚
葬
祭
と
か
交
通
事
故
な
ど
が
あ
り

一

人
に
立
ち
あ
わ
せ
ま
す
。

ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
物
見
遊
山
は
入

一
以
上
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
詳
し

り
ま
せ
ん
。

一
い
こ
と
に
つ

い
て
は
市
選
挙
管
理
委
員

3

病
気
、
負
傷
、
推
娠
、
不
具
の
一
会

(
電
話
七

O
O番
)
ま
た
は
最
害
の

た
め
歩
く
こ

と
が
著
し
く
困
難
で
あ

一
出
張
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

の

な

し、

(控諮問鼎)

川

四

月
二
十
三
日
/
宮
山
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

川

州

政

治

の

出
発
点
は
選
挙
か
ら
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
明
る
い
選
挙
、
正

川

川
し
い
選
挙
か
ら
は
、
必
ら
ず
明
る
く
そ
し
て
正
し
い
政
治
が
生
ま
れ
ま
川

川
す
。
こ
の
選
挙
に
よ

っ
て
今
後
四
年
間
の
宮
山
県
の
政
治
を
動
か
し
、
川

川
県
勢
の
伸
展
を
左
右
し
、
ひ
い

て
は
我
々
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響

川

川
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
重
大
な
選
挙
に一

人
の
来

川

川
権
者
も
な
く
、
与
え
ら
れ
た
権
利
を
正
し
く
表
明
し
て
、
公
明
な
政
治

川

川
に
よ
る
明
る
い
郷
土
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す

。

制

投

票

日

の

ご

注

意

報
。
投
票
日
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
ひ
ら
か
・
れ
ま
す
。

〈〉
白
倉
及
び
古
鹿
熊
投
票
所
は
午
後
四

時
ま
で
で
す
0

0
経
団
第

一
投
票
所
は
、
午
前
六
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

。
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
投
票
所
へ
持
参

願
い
ま
す
0

0
昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
作
ら
れ
た

広市

?注
レ 忌

宍し
世ま
盈 し
?よ
町句

幅 フ

7日まで

火災予防運動

火

フロ

の

津

こ
れ
か
ら
は
北
陸
特
有
の
空
気
が
非

常
に
乾
燥
し、

風
の
強
い
日
の
多
い
、

大
火
と
な
り
易
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

か
ら
、

十
分
火
の
取
扱
い
に
注
意
し
て

火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。

〉ヘノ

魚日発 行

春
の
火
災
予
防
運
動
は
四
月
七
日
ま

で
全
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

期
間
中
は、

朝
七
時
と
夜
九
時
の
二
回

サ
イ
レ
ン
と
瞥
錨
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
の
際
は
「
火
事
だ
、
消
防
署
」

基
本
選

挙
人
名

簿
に
登

録
さ
れ

て
い
な

い
方
で

そ
の
後

魚
津
市

で
の
選

挙
権
を

有
す
る

易

青
島
(道下
〉に

水

道

き

昭和34年 4月

小
1右
目
.i7] 

簡 (I
4弘;
ノ弘、

届

水
道
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り
ま
す
が、

こ
の
た
び
、
小
菅
沼
と
青
島
地
内
に
簡

易
水
道
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
給
水

わ
一

戸
数
は
小
菅
沼
約
二

O
戸
、
青
島
約
五

日
一

十
戸
で
、
市
内
に
つ
ぎ
つ

ぎ
と
簡
易
水

引

一
道
が
ふ
え
住
民
よ
り
喜
ば

れ
て
い
ま

(
一

す
。

(
写
真
は
青
島
簡
易
水
道
〉

で

る

をがの市か毎 t..1* l ~吉島に分譲住宅が
お放皆 のら 週 間雌~ 1 
あ 送さ時 N 木 H 苫:~ 1 0戸であきがる
わ さ ん 間 H 隠 K ~ ! i 
せれに ¥_K 自 信午 ii 快適な文化住宅 として設計され建設を
願 まおが 第 の さ前 ijいそいでいた昭和33年度分譲住宅10戸(
、す 知あー午 n け 魚津高校前吉島団地〉がこのほどできあ
まか らり 放 前 に え け がりました。
すらせま 送 九 ダ時 11 この住宅は木造瓦茸平家建で一戸建物
。〆 すす で時 イ4_Q: ~ 面積43 . 8平方米 ( 1 4 .5坪〉 敷地面積 182

ヤ 2J五里Z分 i(平方米 〈除坪〉で6畳1問、4.5畳2問に
ノレと 民津分 をに:s近代的な明かるい台所が備えられ、住み

一一一一一一一一一一一一一一_i( よい文化住宅となっています。

加ま や総育大が 克 1 (写真は青島分譲住宅〉
さす 演会国会 、服 身 身 '
れか 芸ででを こさ 体 佑;
るら 会午 行 四 の れ 陣 総長E
よ多 を後い 月 た、 害 .6.!Z:
う数 行ーま 五 び 努 の E 膏
の おう 11寺す 日総力 各 と者
ぞさこか 。( 告さもL ..J..カ

んそと ら午 日 とれ に 演史
でいに 会前 日窪家 ては 古主主
い合な 員 九 日族お日 E の
ませつの 時 ) 慰ら夜 会
すので どか 大安 れ 陣 -
o上お 自 ら町 演 ま 害
参 り慢は保 芸 す を

宅

住
宅
金
融
公
庫
で
は
昭
和
三
十
四
年

開
一
度
住
宅
建
築
資
金
の
借
入
申
込
を
次
の

ご

よ
う
に
受
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一
か
ら
、借
入
を
希
望
す
る
方
は
、北
陸
銀

一行
魚
津
支
庖

へ
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

て
申
込
み
受
付
期
間

四
月
七
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で

一
、
申
込
者
の
資
格

し
住
宅
建
設

(
完
成
)
に
必
要
な
資

金
か
ら、

公
庫
か
ら
の
借
入
金
を

差
引
い
た
額
を
用
意
で
き
る
人
。

乞
月
収
が
最
初
の
月
償
還
金
の
お
よ

そ
六
倍

(
借
入
金

一
O
万
円
に
つ

耐 簡
造木 木 同

~J 
火 ji1j-j の

構 火
防火構j芭 造

1、LgK 1構2 
1、U三i
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